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全てのジャンルに創造の場を開いたアート・プラットフォーム
OPEN SITE は、あらゆる表現活動が集まるプラットフォームの構築を目指し、2016 年より始まったトーキョーアー
ツアンドスペース（TOKAS）の企画公募プログラムです。
10 回目となる 2025 年度は、570 企画の応募の中から展示部門 4 企画（カルロス・ヴィエルマ、丸山翔哉、武政朋子、シャウラ・

コトゥルナダ）、パフォーマンス部門 2 企画（藤田一樹、メイ・リウ）、dot 部門２企画（加藤康司、小林勇輝）を選出しました。
さらに TOKAS 推奨プログラム（アダム・ルイス・ジェイコブ）を加えた全９企画を実施します。
時代性を反映した独自の視点で、これまでにない表現を探求する創造的な企画にご期待ください！

プログラム名	：	OPEN SITE 10
実 施 期 間	：	Part 1　2025 年 10 月 11 日（土）〜 11 月 9 日（日） 

Part 2　2025 年 11 月 22 日（土）〜 12 月 21 日（日）

会 場	：トーキョーアーツアンドスペース本郷（東京都文京区本郷 2-4-16）

休 館 日	：	 月曜日（10 月 13 日、11 月 3 日、11 月 24 日は開館）、10 月 14 日（火）、11 月 4 日（火）、11 月 25 日（火）

入 場 料	：	 無料　※パフォーマンスは有料
主 催	：	トーキョーアーツアンドスペース（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館）

ウェブサイト	：	 https://www.tokyoartsandspace.jp/archive/exhibition/2025/20251011-7449.html

＜ お問い合わせ ＞ 
〒 135-0022 東京都江東区三好 4-1-1 東京都現代美術館内
トーキョーアーツアンドスペース（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館）　
広報担当：舟橋、市川、武智
TEL： 03-5245-1142   FAX： 03-5245-1140   E-mail： press@tokyoartsandspace.jp

開 催 概 要

パフォーマンス公演および一部のイベントは予約制です。
チケット予約サイト (Peatix) よりお申し込みください。詳細は後日チラシと TOKAS ウェブサイトで発表します。
各公演とも定員になり次第、または公演前日 17 時に予約受付を終了します。

9 月 12 日 （金）14 時 よ り チ ケ ッ ト 予 約 開 始 ！
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Part 1: 2025 年 10 月 11 日（土）〜 11 月 9 日（日）11:00 – 19:00　入場無料

カルロス・ヴィエルマ　Carlos VIELMA
「A mechanical wilderness」

メキシコのゴーストタウンを舞台にしたビデオ・インスタレーション。レ
イ・ブラッドベリの黙示録的な SF 小説『火星年代記』の最後の短編『百万
年ピクニック』に着想を得て制作された。原作では、ある一家が生活を再
建するために地球から火星に移住するが、本作では火星探査機を主人公に、
移動、入植、そして地球という惑星における人間存在について探求する物
語へと改変している。また、ゴーストタウンで発見したオブジェも展示し、
鑑賞者を虚構と現実の境界に誘う。

ギャラリーツアー
11 月 1 日（土）14:00 – 

プロフィール
建築を学んだカルロス・ヴィエルマは、メキシコのヴィジュアル・アーティスト。現代の遺跡やその構造について
フィクションをとおして探究している。移動や境界、ランドスケープとそのモニュメントをテーマに、絵画、映像、
インスタレーション作品を制作し、現在は公共空間と芸術の関係に関心をもつ。主な展覧会に「Here the homeland 
begins」（モンテレイ現代美術館、メキシコ、2025）、「An Infinite Picnic」（ローンデール・アートセンター、ヒュー
ストン、アメリカ、2025）など。

■ Part 1 オープニング・トーク
日時：2025 年 10 月 11 日（土）16:00 – 17:30
出演：カルロス・ヴィエルマ、丸山翔哉｜畠中 実、近藤由紀（公募審査員）

※日英逐次通訳あり

■ Part 2 オープニング・トーク
日時：2025 年 11 月 22 日（土）16:00 – 17:30
出演：武政朋子、シャウラ・コトゥルナダ｜金子智太郎、小林晴夫（公募審査員）

※日英逐次通訳あり

実 施 企 画 ／ 広 報 用 画 像 　 ※この他にも広報用画像を用意しております。詳しくは広報担当までお問い合わせください。

関 連 イ ベ ン ト

展示部門

1. 《Ghost town》2022

募 集 期 間	：	2025 年 1 月 30 日（木）〜 2 月 27 日（木）

応 募 総 数	：	570 企画
審 査 員	：金子智太郎（愛知県立芸術大学美術学部 准教授／日本美術サウンドアーカイヴ主宰） 

小林晴夫（blanClass ディレクター） 
畠中 実（キュレーター、美術・音楽批評） 

近藤由紀（トーキョーアーツアンドスペース プログラムディレクター）

公 募 概 要
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Part 1: 2025 年 10 月 11 日（土）〜 11 月 9 日（日）11:00 – 19:00　入場無料

丸山翔哉　 MARUYAMA Shoya
「Virtual Field Recording ―万物の声を聴く―」

ゲームフィールド内の自然や都市、人工物に宿る多様な音のレイヤーに耳
を澄まし、「万物の声を聴く」体験を描く参加型インスタレーション。プ
レイヤーがフィールド内を探索し、複数の録音機材を使い分けながら収集
した音は会場のスピーカーを通じて再生され、現実空間の音風景を再構築
する。仮想空間で音を収集することを通じて、音を聴く行為そのものの意
味や可能性を問い直すことを試みる。

トーク	
11 月 2 日（日）15:00 – 16:30　
トーク「変わりゆく “ 聴く ” という行為：テクノロジーと感覚のあいだで」
ゲスト：伊藤亜紗（美学者）、柳沢英輔（音文化研究者、フィールド録音作家）

プロフィール
サウンド・アーティスト。多元的な聴取行為を通じて、他者や環世界の音の捉え方に触れ、自らの聴取を再帰的に問
い直す実践を行う。近年は現実と仮想空間における聴取行為から聴覚的エージェンシーを探る表現を展開。主な展覧
会に「令和 6 年度文化庁メディア芸術クリエイター育成支援事業成果発表イベント『ENCOUNTERS』」（TODA ホー
ル & カンファレンス東京、 2025）、「ART BAY TOKYO 2024」（日本科学未来館、東京）など。

協力：令和 6 年度文化庁メディア芸術クリエイター育成支援事業
技術協力：石原 航（ゲームシステム）、高橋祐亮（ワールドデザイン）、清水琳名（什器制作）

Part 1: 2025 年 10 月 17 日（金）〜 10 月 19 日（日）　有料 ＜予約制＞

藤田一樹　FUJITA Kazuki
「暫定的に分身」

社会と物理的につながらないまま、それでもつながりを得ることは可能な
のか。社会との「切断」と「接続」を同時に求める身体をモチーフに、そ
の矛盾した欲望を、使い捨てられた日用品のようなオブジェクトとの無目
的な戯れによって描き出す。長年にわたる不登校の経験をもとに、「既存の
社会から孤立（化）する身体」を、即興性・偶然性に開かれたプラクティ
スをとおして考察するソロダンス・パフォーマンス。

公演　￥2,000
10 月 17 日（金）19:00 –
10 月 18 日（土）14:00 –、17:30 –
10 月 19 日（日）14:00 –　★ 15:00 – トーク｜ゲスト：高田冬彦（美術家、映像作家）

コンセプト、振付、出演：藤田一樹　音響設計：中原 楽（KARABINER inc.）
制作（フランス）：cohue – Lucille BELLAND　協力：宮久保真紀

プロフィール
ダンサー、振付家。パリと神奈川県を拠点に活動。言葉を身振りに、身振りを言葉に翻訳するプロセスに関心をもち、
不一致や齟齬、誤解を手がかりにした実験的なパフォーマンスを創作する。主な活動に「Contes de la déviation」

（Ménagerie de Verre レジデンス、パリ、2025）、リヴァー・リン「My body is a public collection」出演（欧州・地
中海文明博物館、マルセイユ、フランス、2024）など。

*DRAC オクシタニーが助成する Master Exerce 修了者支援基金の一環として、モンペリエ国立振付センター（ICI–CCN、芸術監督：クリスチャン・リゾー）
のサポートを受けて発展した企画です。

2. 《野生のオーケストラが聴こえる》2025

3. 《Contes de la déviation》2025
Photo: Hubert CRABIÈRES

展示部門

パフォーマンス部門
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Part 1: 2025 年 10 月 25 日（土）・26 日（日）　入場無料 ＜一部イベントは予約制＞

加藤康司　KATO Koji
「インスタント・デモ（デモの練習）」

カラフルなプラカードや旗、ヘルメットなどを身につけ、参加者とともにアー
トを入り口にデモについて考え、対話し、デモの「練習」を行うワークショッ
プ。参加者ひとりひとりが日常の中で抱いた「愚痴」や「不満」を言葉にし、
自由に着飾って行進する。多種多様な声を集め発信するプラットフォームと
して、あるいはそう遠くないかもしれない、来るべき未来のために。

トーク
10 月 25 日（土）13:00 – 14:30 

「アートによるデモ、あるいは社会実践について」
ゲスト：池田佳穂（インディペンデント・キュレーター）

ワークショップ ＜予約制＞
10 月 26 日（日）13:00 – 15:00 「インスタント・デモ（デモの練習）」

プロフィール
歴史的、個人史的な物語を基点に社会的、政治的作品を制作。個人での活動に並行して、ソーシャルプラクティスの
視点から AIR 事業やスタジオ運営、アートプロジェクトなどを手がけ、アートと社会の接点を生み出す。主な活動に「イ
ンスタント・デモ（デモの練習）」（SPACE NOBORU、東京、2024)、「日本国憲法展 2024」(MISA SHIN GALLERY、
東京 ) など。

Part 1: 2025 年 11 月 7 日（金）〜 11 月 9 日（日）　有料 ＜予約制＞

メイ・リウ　Mei LIU
「Homesick for Another World: a film unfolding in space」

さまざまな社会、時代、政治的闘争の間を行き来しながら、過去と現在と
未来が重なり合う学際的なマルチメディア・パフォーマンス。ドキュメン
タリー映像、オーラル・ヒストリー、夢、推理小説、個人的な考察を織り
交ぜ、予想外のストーリーテリング・パフォーマンスを組み立てる。普遍
的な意識や記憶、テクノロジーの現在につながりを見出し、抑圧された状
況で見る夢というテーマを、ユーモアと洞察力をもって探求する。

公演　￥2,500
11 月 7 日（金）19:00 –
11 月 8 日（土）14:30 –　* アフタートーク｜モデレーター：李 芸濃（研究者）
11 月 9 日（日）15:00 –　

出演：メイ・リウ、マラズ・ウスタ

プロフィール
上海生まれ。アムステルダムを拠点に活動。ドキュメンタリーやフィクション映画制作の経験を活かしてパフォーマ
ンス作品を制作する。映画の定義を拡張するほか、パフォーマンス制作をとおして自分自身や世界に対する精神的洞
察を得るため「フィルムヨガ」を行う。主な活動に「Homesick for Another World」（シアターコモンズ ’25、東京／
Forecast Festival、ベルリン、2025）など。
協力：志賀理江子（Forecast メンターシップ）、Amarte Fonds、Electric Shadows studio　制作協力：メイ・シンイー　
*本企画のリサーチは、オランダ映画アカデミーの「MA Artistic Research in and through Cinema」プログラムの枠組みの中で発展しました。

4.  《Homesick for Another World》2024

パフォーマンス部門

dot 部門

5.「インスタント・デモ（デモの練習）」
ワークショップ 2024
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Part 2: 2025 年 11 月 22 日（土）〜 12 月 21 日（日）11:00 – 19:00　入場無料

シャウラ・コトゥルナダ　Syaura Qotrunadha
「Triptych」

植民地支配の歴史や土地の収用、未来への展望によって形成された、イン
ドネシアの教育システムや社会規範を探究するビデオ・アート三部作。映
像はそれぞれ、異なる時代ごとに植民地支配の影響にあらがう物語を描き、
科学技術の進歩や他国による自然資源の搾取における重要な要素として、
水について考察する。
歴史を現代美術の実践の中で新たに読み解き、ポストコロニアル諸国が現
代の科学技術をいかに再利用するかを検証する。

トーク
※詳細は後日 TOKAS ウェブサイトで発表します。

プロフィール
インドネシア生まれ。写真、テキスタイル、インスタレーション、ビデオ・アート、論文、アーカイブなど幅広い
表現手法を行う。美術の修士号と合わせて機械工学と写真の経験をもち、技術を活かした創作活動を展開している。
主な展覧会に「Indonesia Bertutur: VISARALOKA」（Neka Art Museum、バリ、 2024）、「Indonesian Young Artist: 
Redefining the Indonesian Aesthetic」（Gajah Gallery、 シンガポール、 2023）

企画コラボレーター：A. Semali、 Timothy Satyaabieza、Dian Suci Rahmawati、Armand Perdana、LOKUS Foundation、Michael 
Sadena Dibyantoro、Aqi Singgih、BaBam、 Bagas Oktariyan、M. Akbar
協力：SAM Funds for Art and Ecology（《The Fattest Land at the Fair》）、Hyundai Motor Group（《Fluidity of the Future Machines》）

Part 2: 2025 年 11 月 22 日（土）〜 12 月 21 日（日）11:00 – 19:00　入場無料

武政朋子　TAKEMASA Tomoko
「その容れ物は私ですか」

他者の写真を巡るインタビューと、水によって侵食されるイメージを中心
にした映像インスタレーションを展開。見知らぬ人々が写真について語る
映像は記憶や経験をもつ「個」の存在を攪拌し、スクリーンの反対側から
投影される濡れていく印刷物を用いた映像は、イメージとしての「個」の
不安定さを強調する。鑑賞者の影を巻き込んで変化する空間で、心身を曖
昧な容れ物として見つめる時間を構築し、いかに認識の領域を拡張できる
かを問う。

パフォーマンス
12 月 6 日（土） 16:00 –　
出演：小山衣美 ( ダンサー、振付家 )

プロフィール
他者の語りや写真を起点に社会の中で「私を個とするものは何か」という考察を軸に制作を行う。光源の上で印
刷物を濡らし、消失しながら立ち現れる像を撮影する方法を用いて不確かさの表出を試みている。主な展覧会に

「IAMNOWHERE」（旧ユースタイルビル、青森、2025）、「UNKNOWN」（Arai Associates、東京、2023）など。

6. 《IAMNOWHERE》2025

7.《The Fattest Land at the Fair》2021
Courtesy of the artist

展示部門

展示部門
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Part 2: 2025 年 11 月 22 日（土）〜 12 月 7 日（日）11:00 – 19:00　入場無料

アダム・ルイス・ジェイコブ　Adam LEWIS JACOB
「_____」

資本主義が築いた建築と、それに囲まれた親密な居住空間の両方に語りか
けるインスタレーションにより、外部構造としばしば見えなくなっている
内部構造を往来しながら、身体がそれらのシステムにどう動かされ、形づ
くられ、時に抗うかを探る。
格子状の都市の配置や狭い路地の閉塞感、秩序を装う迷路のような都市設
計を視覚言語として用い、パフォーマンスや映像をとおして、建築や習慣、
制限が身体に刻む資本主義の痕跡を考察する。

プロフィール
グラスゴー拠点のアーティスト、映像作家。リサーチの再解釈や歴史の再活性化をめざし、即興、パフォーマンス、
サウンドを用いて、私たちの生活を支配する構造と、それに疑問を投げかける反体制的な形象を探究する。主な展覧
会に「Idrish」 （LUX、ロンドン、2022）、主な受賞歴に「Glasgow Short Film Festival」審査員特別賞 (2022) など。
2022 年度二国間交流事業プログラム＜エディンバラ＞招聘クリエーターとして TOKAS レジデンシーに滞在。

Part 2: 2025 年 12 月 16 日（火）〜 12 月 21 日（日）11:00 – 19:00  入場無料 ＜イベントは予約制＞

小林勇輝　KOBAYASHI Yuki
「詠春拳プロジェクト」
「詠春拳プロジェクト」（2019 年〜）は、少林寺の僧侶・拳法家であった「五枚」
という女性によって創始された中国南部の武術「詠春拳」を起点にした学
際的なパフォーマンス・プロジェクト。本プロジェクトをとおして、詠春
拳創始者の思想を再解釈し、その発展と密接に関係する東アジアにおける
戦争と植民地支配の歴史、そして現代社会における戦いや、自己防衛を学
ぶことの意味を、パフォーマンス・アーティストとして模索する。

ワークショップ
12 月 16 日（火）・17 日（水）・18 日（木）17:00 – 18:30　

パフォーマンス
12 月 19 日（金）17:30 – 18:30　
12 月 20 日（土）14:30 – 15:30　★アフタートーク 15:40 – 16:30
12 月 21 日（日）14:30 – 15:30
*上記時間外は、滞在型プロジェクトとしてアーティストが常駐しています。

プロフィール
現代美術家、パフォーマンス・アーティスト。自身の身体を中性的な立体物として用い、性や人種的な固定概念に問
いかけ、束縛や流動性を表現。また自由と平等の不確かな世界の制限的な社会的コードを疑い、人間の存在意義を探
る学際的パフォーマンス作品を発表。主な活動に「ウォーターミル・センター 2024 アーティスト・イン・レジデン
ス」（ニューヨーク）、「CHAT 5th Anniversary - Factory of Tomorrow」 (Centre for Heritage, Arts & Textile、香港、
2024) など。2025 年度アーツコミッション・ヨコハマ (ACY) アーティスト・フェロー。

助成：アーツコミッション・ヨコハマ

8. 《Shots (Flowers)》2023/2025

9. ウォーターミル・センターでのパフォーマンスの記録
2024

TOKAS 推奨プログラム

dot 部門
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広報用画像申込書

Email： press@tokyoartsandspace.jp
トーキョーアーツアンドスペース広報担当宛

＜ お問い合わせ ＞  ※校正ゲラ及び掲載誌紙・DVD 等は下記宛にお送りください。
〒 135-0022 東京都江東区三好 4-1-1 東京都現代美術館内
トーキョーアーツアンドスペース（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館）　
広報担当：舟橋、市川、武智
TEL： 03-5245-1142   FAX： 03-5245-1140   E-mail： press@tokyoartsandspace.jp

掲載媒体名（特集・コーナー名）

種別　　□ TV　　□ラジオ　　□新聞　　□フリーペーパー　□ネット媒体　□その他（  　　　　　　　　　　  ）

掲載／放送予定日　　　　　　　月　　　　　日　　　　　発売／放送（　　　　　月号）　　　　

貴社名

ご担当者名

Tel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail（画像はメールでお送りしますので必ずご記入ください）

画像到着希望日　　　　　　　　月　　　　　日　　　　　時頃までに送付
・ご記入いただいた個人情報は、お問い合わせ及びご要望に対応させていただく目的のみ利用させていただきます。　
・お急ぎの場合はメールもしくは、お電話でお問い合わせください。　
【注意事項】
・画像データは申請時の目的以外での使用はできません。ご掲載や放送以外の目的での写真のご利用はご遠慮くださ
い。また、申請時とは別の媒体での使用、再販等の場合は改めて申請してください。
・画像データは、メールにてお送りします。お手元に届くまで１～２日（土日祝休み）ほど頂戴いたしますのでご了
承ください。
・作品画像は全図でご使用いただき、トリミング、文字載せはお控えください。必ず所定のキャプション等を併記し
てください。
・提供した画像データは、使用後速やかに破棄してください。画像が無断で第三者に利用されることのないよう、
Web サイトへのご掲載は、画像にコピーガードや転載不可の明記をしてください。
・情報確認のため、事前に記事原稿をお送りください。
・取材の内容が収録された番組等はビデオ・DVD を一部、印刷物（掲載誌・雑誌）については現物を 1 部もしくはコ
ピーの場合は 3 部ご送付ください。Web サイトの場合は、掲載時に URL をお知らせください。　　

 ( ご希望の広報用画像番号にチェックを入れてください。下記の URL からダウンロードも可能です。)
□ 1 　□ 2 　□ 3 　□ 4 　□ 5 　□ 6 　□ 7 　□ 8 　□ 9 　□ウェブバナー

https://www.tokyoartsandspace.jp/press/form/22
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